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神奈川大学平塚キャンパス栽培ケナフの

化学分析 とカオ リヒラタケ培地基材への利用

総合理学研究所 「非木材繊維資源の育成に関する研究プロジェク ト」報告

大塚 一郎 、釜野徳明 、門屋 卓

1.経 過

環 境保 全型植物 として注 目され て いる 各種 のケナ フ(主 と してキ ューバ ケ ナフ、学名

Hibiscusc朋nabjnαsL.)を1992年 よ り現在 まで平 塚キ ャンパ スで栽 培試験 を実施 し得

られ た試料 は主 と してパル プ化試験 に供 し、製紙原料 として に可能性 、製紙 物性 な どの検

討 を進 め てきた。この結果 は本研究 所報 告No.(1996)に 報告済 であ る。

これ らの検 討のか たわ ら茎 幹部、葉 部の化 学成分分析 を行 い、茎幹 部 の木 質組織 をキ ノ

コ培地 基材 と して利用可 能か ど うか の試験 を行な った。ここで はカオ リヒラタケ にっ い

て興 味 ある結果 が得 られ たので 報告す る。

2.化 学 分析 結果

ケナ フ茎 幹部 は外 皮 部(靱 皮 部)、 芯 部(木 質部)に 分かれ 、靱皮部 は長繊維成 分 を多量

に含 み 、リグ ニ ンの含 有量 も少 な く、木 質部 は多量の ヘ ミセル ロース成 分 と リグニ ンで 構

成 されて いる ことが文献 な どで紹介 され て いる。

ケナ フ利用 のポイ ン トと して現在 全茎 を集 積 し総 合的 に利 用す る方法 と靱皮 部、木 質部

を分 離 しそ れぞ れ の特 徴 を生か した用途 を研究 開発す る方 法 との2つ が進 め られて いる

。前者 にっ いて は研 究所 報告No.(1996)に 概 要 を報告す みで あ るが 、後者 は文 献によ る知

見の みで ある。

そ こで 、こ こで は後者 の課題 にっ いて本研 究プ ロ ジェ ク トが 行な った結果 の概要 を以

下 にま とめた。

1.表 は レンゴー 中央研 究所 にお いて化学 分析 したケナ フ茎幹 部各部所 の木質 組織 の成

分で あ る。分析 はWise法 に従って行 い概要 以下 の手順で行 な った。

JIS紙 ・パ ルプ試験 方法 に準 じ、各試験 それぞ れ2回 実施 した
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以 上の結 果

1.ケ ナ フ木 質部 はヘ ミセル ロース の含 有率 が極め て高 い

2.ペ ン トザ ンの分析 ではキ シ ランや ア ラ ビナ ンの よ うに主 として ペ ン トー スか ら成 る

多糖 類が 酸処理 によ りフル フ ラー ル を生成す る ことを利用 した分 析で あるため 、ヘ

キ ソー スは含 まれ ない。この ことよ りヘ ミセル ロース41.56%の うち22.09%が ヘキ ソ

ー スで ある ことが判 った
。

な お 、上記結 果の一部 は第43回 日本 木材 学会大会(1993)に 発 表 した

また 、参考 まで に代表 的木本 系の繊維 分析結 果 を表3に 示 し、また総括 的な[`i-f一本系 、木本 系

の成 分 比較 を図1に 示す 。
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表1.1994年 神 奈 川 ケ ナ フ茎 幹部 各部 所の 木質 組織 の 化学 分析

{レ ンゴ ー(株)中 央研 究所 にて 、ホ ロセル ロー ス(Wise法)法}

水 分 灰 分 ア16a-16・ベンゼン

可 溶 分

(毘)(駕)(%)

ホロセルロース α 一セnロース ヘミセルロース クラッソンリグニン ベントザン

(%)(%)(毘)(%)(%)

青皮3'号 茎根 部

中間部

茎頂部

4.713.262.35

6.302.900.97

5.253.213.09

75.5034.5740.94

71.8432.6340.93

68.5031.9036.60

17.37

18.23

15.40

18.50

17.98

17.23

Evergrade茎 根 部5。35

71中 間 部7.42

茎 頂 部5.13

3.590.86

3.412.98

1.172.17

70.8231.4738.36

67.2829.3937.89
4.

$4.0730.0754.06

16.59

17.78

17.25

16.59

15.39

・・

Evergrade茎 根 部5.67

41中 間 部6.65

茎 頂 部4.75

2.361.46

3.731.65

3.511.35

74.1334.1140.02

73.7G33.1340.19

74.3731.2443.13

17.71

18.14

17.91

17.73

19.24

19.82

表1よ りケナフ全般の平均値、標準偏差 を求めると表2の よ うになる。

表2ケ ナフ(木螂)の 成分分析結呉芝(拠9鞠 垂 壁 備 控)

灰 分 アルコール・ベンゼンtoセ 加 一ス4一 セルト ス ヘミセ如 一ス クラソン1グニン ベン博 ン

(c,置)可 溶分(駕)(駕)(%)(箔)(%)(%)

3.55

3.10

平 均3.33

棲撃橿差(Sx)0。32

2.3777.77

2.1077.23

?,.2A77.50

0.190.38

35.98

35.96

3G.97

0.Ol

41.55

41.5,6

41.56

0.Ol

20,94

20.66

'LO
.80

0.20

19.64

19.29

19.47

0.zs

図1董 本類 と木本類の成分比較

セ ル ロ ー ス
ヘミ セ ル 白 一ス,

磁 類.一 成 分

その他

リグ ニ ン
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表3針 葉樹材と広葉樹材との平均化学組成

樹種

針葉樹材 広葉樹材

成分

セル ロース 5055 4753

リグニ ン 2832 1822

ペントザ ン 510 2024

マ ンナ ン 5～7 0

ガ ラクタン 0.20.3 0.5NO.6

樹脂 2～3 3～4

灰分 0.-0.15 0.-0.15

II.静 岡大学上埜研究室分析結果

静岡大学に送付したケナフの靱皮部、木質部の化学分析結果を表4に 示す

表4.ケ ナフ靱皮部、木質部の化学組成

靱皮部 木質部

成分

エーテルーベンゼン

抽出% 4.3 4.8

クラッソンリグニン 11.5 24

ホロ協 ロース 73 79

灰分 4.2 3.6

比 重(9/cm3) 0.31 0.14

IH.神 奈川大学釜 野研 究室 にお ける水耕栽培 ケナ フ葉 の分析

平塚 キ ャンパ ス内工学部所属 の温室 を借用 し1996年5月28日 ～11月13日 の5ケ 月 に渡 って

青皮3号 の水 耕栽培 を実施 した。水耕 栽培 の条 件は水質pllを4.5,5.5,6.5,7.5に コ ン トロ

ール し栽 培 中ケ ナフの成 長量、葉 の枚数 の変化 を観察 、さ らに葉 のパ ラフィ ン、ステ ロー

の組成 を測定 した。図 に示す通 り最終収穫 重量 は酸性水 質栽 培 の方 が弱 アルカ リ性水

質 よ り大 き く栽培条件間 に優位差が認 め られ る。また図 には栽 培5ケ月後 の葉のパ ラフ

ィ ン成分 、図 にはス レロール成分 の水質pHの 影 響 を示 した。

一64一



各個体ごとの重量～
区画 ＼ 個 体Nn

B室5ヶ 月 後 区画1(pH6 .5)

温 室5ヶ 月 後 区画2(pH5.5)
B室5ヶ 月後 区画3(pH4 .5)
'B室5ヶ 月 後区 画4(

pH7,5)

※単位はkg
9

i

4.9

5.25

9.7

3.25

z

4.85

8.45

3.55

3.1

3

7

3.05

s

【'

6

1⊇5
Y

→り4

z

つ
臼

1

1,フ

4567

7054.669.056.35

2.63.36.954.85

3.353.74.855.75

t.655.32.654.65

7.37

8,36

5.313

9

s

儒'

.b

響δつ
当
)
掬
μ
囲

3

リ

ヒ

i

0一馴
臼
り
ー

)

ワ

斯

ハ

郵
無

怨

〃"

(

脚　副
]皿」

身
り

《

●

哺
君

ロ
.」

,

一ト

,

ξ

三

-

一
蚤

」

.
君

尼

袴

q

q

り
7
ー

ケ

画

5

郵
課

鼠

径

ー

R

.

1

ー

幽

」
,

「
・
.

・

一旺

ー
'

蜜

駆

州

n
に

径

ー

0

8QO計(根 も 含 む)

4フ54.37

5.258.5

3.9558.55

6.842.6

1本 あ た りの 平 均 重 量

6.80

7.31

8.36

5.325

5.36
.i

醤 [-

灘
灘
羅

灘
甥
機
縄

_負 £

____」

謬
「ノ
。多

蝦

ー
1

」

ー
,1

一一
3

一
3

;
D

}

ー

馨二

」
ー

ー

刊
i

混 室5ヶ 濃 …1ミFlヶ 温 室5'・ ～昆室5与

月 後[三 画 月 後[三 画 月 後 区 画 月'i;〔 画

:う(p日1.5)2(pll5.5)i(1、H6.5)4(Pll7.∫,}

Fib.6ケ ナ フ1本 当た りの平 均 重 量

%

80.00

Parallln

70.OU

.11/

50.00

ao.00

30.00

?0.00

IQ.Up

G.OQ

一

x.,.21

り82

R.82

・!1・

12.;

百t(plに 盲、5,

60.7

爵
駐

」-[

ー

i-

Lに
i

韮

ー1

ー望

靴

お

ーー

臨

11111

膨̀

五

2

一5,つ一

・ー

一

[

」
l
I

[

田1277

島匹」

覗

U

-II1

6623ε5

15

1」
圃

匿■
■ 一

ー彊■
国ロ

ー

駐

-

【

・

48}9

聖
10

L

「一

lF

lllI
I
I }

劔18

1 一

「

・

1量

7911

駈一]

土 壌(纏)ア ル カ リ(pFl..a)区 画1(plIG.i)区 画2(pH5,5)区 画3q・m.ij区 画4(pi一 臥5)

3週閥後一一一」 一5ヶ 月後

Fig,7196オ く凄ヲ目曳士音G鼠 室)
パ ラフィンの モル 比を100分 率 で 表 したもの

1口C23i
ロC2a

口C25}

ロC261

｠C27

mC'?R

lロC3y

bc3(1

1躍C3i
l

旧C;'.:

厘 ∫墾 ゴ

'

ステ ロー ルの粗 成 比

80%

70「ち

6(/5

50～

・101b

30～

2{〕a

lo、1

n.rl
一一 一U:c;

""「

i

U.tiS」

I!5c漏 覇 マ 冴6[

ニー一一1i■st・ 尺・n己5しer(」旨i

!i口 β 一sほ(》C【VI(,i「

α塩

至、,脈 画 ㈹ 、・・ 温至・・月後区画…lli.:i・ 温室・・服 区酬 順)温 室5・腋 画 晒 の

rlk.8'96オ こ‡井蓬覧埋f(洗 と三三)

ステn一 ノ1(り存 在 比 を1α)分 率 で 亭乏した',r/)

一65一



IV.愛 知 県林 業セ ンター にお けるケナ フ木 質部 を栽培基材 とした カオ リヒラタケ

(エ リンギイ)の 育成

現在 、ケ ナフが多 くの関係者 か ら高い関心が 払われ て いるのはそ のエ コロ ジー的性 質 と高生長能

力 を供え 、従来 の木本 系植物 に頼 って きた林 産分野 の新 資源 としての役割 を果たす 可能性 を ト分

に持 って いる と見な されて いるか らで あ る。

したが って、そ の基本的研 究の対 象 はセ ル ロース繊維 に着 目した化学 的、形態 的分析 が行なわれ

また新 しいパ ルプ化法 と得 られ たパル プ の紙 製品な どへ の用途 展 開が主流 であ った。

しか し表1,2,3図1か らわか るよ うにケナ フ木 質部 は多量の ヘ ミセ ル ロー スを 含み 、別途 資料よ

り靱 皮部 は60%も の αセル ロース を含 み リグニ ン、ヘ ミセ ル ロー ス は極 めて 少な いこ とが知 られて

い る。 す なわち全茎 ケナ フには針葉 樹 に匹敵す る良質のセル ロース繊維 と草 本類に含 まれ るヘ

ミセ ル ロー ス とが混在 した組織で 構成 され重 量比率で靱皮 部:木 質部 は1:2と も1:3と も報告 され

て いる。 そ こで今後 靱皮部 、木質 部 を分離 しそ れぞれ の特 徴 を生か して有効 に利用 しよ う とす る

計画 も進め られ てお りそ の 一環 として木 質部 に含 まれ る多 量 のヘ ミセ ル ロー スを利川す る 一つ の

試みとしてキノコの菌床 としての可能性 を検討することが考えられる。(匁5'寿 黒)

これについてはすでに小規模の試験か試み られシイタケについては広葉樹おが くずに粉砕ケナ

フ木質部 を75:25に 配合 した菌床が10眺 広葉樹 より高収率で婿 ち結果が報 じられている。

そ こで 今回 はカオ リヒラタケ を対 象 に培養試験 を試みた。このたび使用 されたケ ナフ木質 部は

量的 必 要なた め米国 ミシシッピー州 で栽 培 して いるEvergrades71種(HibiscuscannabinusL.)を 用

い愛知 県林業 セ ンター にお いて実施 した。

結果 は同セ ンター報 告 と して発表 されて お り同所 の 了解 を得て ここに転載する。

表s代 表的木本類、草本類繊維の組成

繊維分類 繊 維 長(剛)繊 推 直 径(βロ》 灰分 リグニ ン ホ ロセ ル ロース α一鵬1トス ヘ ミセ ル ロース

oは享加 鑑 鑑

針葉樹

広葉樹

ケナフ(靱 皮都)

ケナフ(木 質郁》

2.7h4.0(3.5)3243

0.71.6(1.5)2040

2.6N5.0(2.6)1622

0.5NO.6(0.6)10N11

1

1

1N2

2N3

263043.262.3

182558.573.6

1触673

232777N79

40^45

3849

60～

3-33

13.217.3

20.5N24.6

13

46

バガス(脱 ビス後)

マニラ麻(葉 柄の靱皮部)

竹

小麦わら

米 わ ら

0.83.8(1.7)

2N8

1.54.4

1.-1.5

0.5

10～60

16噂32

7N27

913

5N14

2

1

1N3

6噌8

1420

19^-21

7^'10

2230

1719

1214 2836

40^43

53h64

50N

3350

ホ ロセル ロー ス、ヘ ミセ ル ロー ス は表 ご.千を流用 、算 出 した
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